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自

眼

三

公

に

対

ふ

賀
陽
曲豆
年
小
伝

金

原

理

平

安
朝

初

頭

の
文
学

史

を
飾

る

『
凌
雲
集

』

以
下

の
三
勅

撰
集

中
、

そ

の

一
、

『
凌

雲
集

』

の
序

に

「
当
代

大
才

」

(
引
用

は

『
群
書

類

従
本

』

・
以
下

同

)
と

称
さ

れ

た
詩
人

に
賀

陽
豊

年

が

い
る
。

同
集

は
作

品

の
配

列

に

「
一
依

二
爵

次

一
」

(
同
集

序

)
と

い
う

配
慮

を

配

っ
て
お

り
、

そ

こ

に
編
者

の
階
級
意

識

を
強

く
窺

え

る

の
で
あ
る

が
、

同
集

編
纂

当

時
従

四

位

下
で
あ

っ
た
豊
年

の
作

品

の
入
首

数

は
、
平
城

、
淳

和

両
帝

を

は
じ
め

当

時
従

三
位

で
あ

っ
た
藤

原
冬

嗣
を

凌

い
で
、
嵯

峨

天
皇

に

つ

い
で
、

一

三
首

の
多

き
を

数

え
る
。

し

か
し

『
凌

雲
集

』

に
お

い
て

こ
の
よ
う

な

待
遇

を
得

な

が
ら
、

こ
の

集

か
ら

わ
ず

か
四

年
を
隔

て
て
編

ま
れ

た

『
文

華
秀

麗
集

』

に
は

一
首

の

入
集

も

な

い
。

ま

た
、

次

の

『
経
国

集
』

に
は
現
存

の
巻

々
に
詩

五
首

と

賦

一
首

が
残

さ
れ

て

い
る

が
、

か
よ
う

な
豊
年

の
勅

撰
集

へ
の
関

り
方

に

焦

点
を

あ
わ

せ
な

が
ら

、
そ

の
生

涯
を

辿

っ
て

み
た

い
と
思
う

。

豊
年

に
関

し

て
言

及
さ

れ
た

も

の
は
き

わ
め

て
少
な

く
、
管

見

に
よ

れ

ば
、

新
村

出

の

「
世
至
苧
院

と
賀

陽
豊

年
」

、
『
日
本

文
学

大
辞

典
』

豊

年

の
項

(
山
岸
徳

平
氏

)
、
小
島

憲

之
氏

の
『
上
代

日
本

文

学
と
中

国

文
学

』

下

、
久
木

幸

男
氏

の

『大

学

寮

と
古

代

儒
教
』

、
松

浦
友

久
氏

の

「
『
文

華

秀
麗
集

』

考
」

(

「漢

文

学
研

究
」

一
○
号

)
、

「
『
経
国
集

』

論
考

　
詩

を
中

心

と
し

て
　

」

(
「
中

国
古

典
研

究
」

一
二
号

)
な

ど

の

論

考
を

数
え

る

に
過
ぎ
ず

、

な

お

こ
れ

ら

の
諸

業
績

に
問

題

が
語
り

つ
く

さ
れ

て

い
る
と

は

い
え

な

い
。

二

 

豊

年
を
知

る

つ
て
と
な

る
資
料

は
、

『
日
本

後

紀
』

弘
仁

六
年
五

月

二

七

日
の
条

に
載

せ
ら

れ
た
卒

伝
以

外
、

『
続

日
本

紀
』

な
ど

の
正
史

に
散

見
す

る
記
録

と

自
身

の
作

品

と
で
あ

る
。

以

下

に
そ

の
卒

伝

を
掲
げ

る
。

播
磨

守

贈
正

四
位

下
賀
陽

朝

臣
豊
年

卒
。

右
京

人
也
。

該

「
精
経

史

'。

射

策

甲
科

。
幸

レ
操

守
レ
義

。
無

レ
所

屈

僥

。

自
レ
非

知
己

'
。
不

レ
好

う

造

接

「。

大
納

言

石
上
朝

臣
宅

嗣
。

礼
待

周
厚
。

屈

芸

亭

院

・。
数

年
之

間
。

博

究

群

書

「。
中
朝

群
彦
。
皆
以

為
。

釈
道

融
御

船
王

之
不
レ
若
也
。
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尋
二
友

人
小

野
永
見

う。
命
レ
筆

勒

「公
字

「。
其
詩

日
。

白
眼

対
二
三
公

一。

貴

勝
悪

レ
之
。

延
暦

年
中
。

任

二
東
宮

学

士

。

及
一践

酢

一。
叡

一従
四

位

下
。

拝

二
式

部

大
輔

。

既
而

女
謁

屡

進
。

英
賢

見

レ
排
。
独

抱

素

懐
の

任

レ
運
玄

黙
。
厭
後
天
皇

不

豫
。

伝

一立

上
嗣

。

遷
コ
御

平
城
「
不
レ
預

二

追
従

「
猶

守
二
本

職
『
及
二
干

後
乱
コ

自

最

辞
退

。

今
上
惜

二
其

宏
材

「。

任
二
播

磨

守
「

令
レ
得

レ
終
レ
身
。

在
レ
任

三
年
。
移
レ
病

入
レ
京
。
臥

干

宇

治

之

別
業

「
昔

仁
徳

天

皇
與

二
宇

治
稚

郎

一
相

譲
之
事

。

旦
ハ著

二
国

典
。一

故

老

亦
語

二
風

俗

と。

病

裡
聞

レ之
。

追

感

不
レ
己
。
託
二
左
大

豆

慕

為

一

地

下

之

臣

一。

卒

日
有

レ
勅
。

許

レ
葬
二
陵

下

一。

贈
二
正

四
位

下
。一以

崇

一

国

華

一
也
。

時

人
猶

謂
。

天
爵
有

レ
絵
。

人
爵
不

レ
足
。
時

年

六
十
有

五

(
『
日
本
後
記
』
弘
仁
六
年
五
月
二
七
日
の
条
.、
以
下

『後
記
』
卒
伝
と
略
称
。

〉

豊

年

は
天
平

勝
宝

三
年

(
七

五

一
〉
右

京

に
生
ま

れ

た

(
『
後
記

』
卒

伝

)
。

後

に
称

徳

天
皇

と
し

て
重
柞

し
た

女
帝
孝

謙

即
位

後
三

年
目

の
こ

と
で
あ

る
。

豊

年

は
笠
氏

、
吉

備
氏

、
真
髪

部
氏

、
鷹

原

公
氏

ら
と

同
じ

く

、
孝

霊

天
皇
皇

子

稚
武
彦

命
を

先
祖

と
す

る
。

賀
陽

氏

は
そ
も

そ

も
備
中

国
賀

陽
郡

の
豪

族

で
、

天
平
神

護

元
年

(
七

六

九

)
六
月

一
日
に

同
族

の
賀
陽

臣
小

玉
女

ら

一
二

人
が
朝

臣

の
姓
を

賜

わ

っ
た

が

(
『
続

日
本

紀
』

)
、

時

に
豊
年

は

一
五
才

で
あ

っ
た
。

豊

年

は
延

暦

一
六
年

(
七

九
七

)
二
月
九

日

に
文
章

博
士

外
従

五
位

下

に
叙

せ
ら
れ

た

が

(

『続

日
本

紀

』

)
、

こ

の
官
位

か
ら
そ

れ
ま

で

の
豊

年

の
経
歴

を
辿

る

こ
と

が
可
能

で
あ

る
。

豊
年

の
十

代

(
七

六
〇

～
七
七

○
年

頃

)
、

つ
ま

り
八

世
紀

後
半

の
大

学
寮

の
状
況

は

久
木
幸

男

氏

の

『

大
学

寮

と
古
代

儒

教
』

に

つ
け
ば

、
神
亀

五
年

(
七
二

八

)
に
文
章

道

が

新
設

さ

れ

て
文
章
博

士

一
名

が
定
員

化

さ
れ
、

そ

の
後

天
平

二
年

(
七
三

〇

)

の
改

革

で
得
業

生
設

置

、
文

、
法

両
学
科

入
学

資
格

が
定

め
ら

れ

た

と
あ

る
。

大

学
寮

入
学

の
年

令

は
、

「
年
十

三
以

上
十

六
以

下

ニ
テ
聡

令

ナ

ラ

ム
者

」

(
学
令

・
原
漢

文

)
と
あ

る
よ
う

に
、
豊
年

も

こ

の
年

令

で

入

学
し

た
と
考

え

ら
れ

る
。

天
平
宝

字

七
年

(
七

六
三

)
～

天
平
神

護

二

年

(
七

六
六

)
頃

の

こ
と

で
あ

る
。

そ

の
後
文

章
道

の

コ
ー

ス
を
歩

み
、

擬

文
章
生

、
文

章
生

へ
と
進

む
。

『
後
記

』
卒

伝

に
よ

れ
ば

「射

策

甲
科

」

と
あ

る
が
、

こ
の
表

現

は
お

そ
ら

く

『
漢
書
』

薫

望
之

伝

の

「
以

射

策

甲
科

'為

」

の

一
文
あ

た

り
を

借

り
用

い
た
も

の
と
思

わ

れ
、

『
漢
書

』

の
用
法

に
即
し

て
解
釈

す

れ
ば

豊

年

は
対

策

に
応

じ

て
甲

科

に
て
合

格

と

い
う

こ
と

で
あ

る
。

対

策

は
日

本

の
大
学

寮

の
試

験

制

度

で
は
秀

才

、

つ
ま

り
文
章

得
業

生
試

で
あ

っ

て
、
豊

年

は
新
し

く

天
平

二
年

(
七
三
○

)

の
改
革

で
設
置

さ
れ

た
得

業

生
試

に
優
秀

な
成

績

で
合

格

し

た

の
で
あ

る
。

大

学
寮

に

お
け
る

勉
強

ぶ

り
は

「
該
コ
精
経
史

こ

(
『
後
紀

』
卒

伝

)

の

一
文

に
よ

っ
て
十

分

に
推

測

で
き

よ
う
。

豊
年

は

こ

の
青

年
時

代

の

一
時

期
を

『
後

紀
』
卒

伝

に

「大

納
言

石
上

朝

臣
宅

嗣
。
礼

待

周
厚
。

屈

二
芸
亭

院

一。

数

年
之
間
。

博

究

群
書

「。」
と

語

ら
れ

て

い
る
如

く
、

石
上
宅

嗣

の
芸
亭

院

に
過
し

た

が
、
豊

年

に
と

っ

て

こ
こ
で
数

年
間
学

ぶ
こ
と

が

で
き
た

こ
と

は
ま

こ
と

に
幸

い
と
す

べ
き

で
あ

っ
た
。

宅

嗣

は
淡
海

真

人
三
船

と

と
も

に

「
文

人
之

首
」

(

『
続

日

本
紀

』

天
応

元
年

六
月

二
四

日

の
条

)
と
仰

が
れ

た
文
人

で
あ

り
、
豊

年

に
と

っ
て
そ

の
個

人
的
な

学
恩

は

は
か
り

し
れ

な

い
も

の
で
あ

っ
た

に
ち

が

い
な

い
し
、

ま

た
芸
亭

院

は

「
私

立
学
校

的
性

格
」

を
持

つ
教

育

の
場

で
あ

る

と
同
時

に
、

「
為
レ
助

　内
典

「。

加
烈
置
外
書

「。

」
(

『続

日
本

紀
』

前
条
。)
と
あ
る

よ
う

に
図
書

館
的

な

役
割

を
も
果

た
し

て

お
り
、

勉
学

の

た

め
に
き

わ

め
て
有
利

な

環
境

に
恵
ま

れ

た

の
で
あ

っ
た
。
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さ

て

こ
の
芸
亭

院

の
創
設

は
新
村

出

に
よ

れ
ば

、
宝
亀

二

年
(
七

七

一
)

頃

と
推

定
さ

れ

る
が
、

こ
の
年
豊

年

二

一
才

、
宅
嗣

は

四
三
才

で
あ

る
。

お

そ
ら

く
豊

年

は
二
十

代

の
数
年

を

こ

こ
で
過
し

た

の
で
あ

ろ
う
○

こ
の

蒔云
亭

院

を
豊

年

は

一
篇

の
賦

に
託

し

て
次

の
よ
う

に
描

写
し

た
。

除

、
際

劉
穿

て
一
辺
に
臨
み
、
庵
室
を
建
て
て
五
響

浮

ひ

巖
歯

の

石
を
構

へ
、
池

は
洗

耳

の
泉

を
涌

か
す
。

魚

は
水

に
隅

ひ

て
相

戯

れ
、
鳥

は
木

を
揮

び
て
争

ひ
遷

る
。

貞
松

を
情
岳

に
植

ゑ
、

幽
蘭

ぬ
き

い

を
か

け

い

け
ん

を
心

田

に
挺

づ
。

霜
霰

を
冒

し

て
勤

を
増

し
、

風
煙

を
引

き

て
研
を

繰

よ
り
ょ
り
ぱ

っ
ば

っ

ま
ら

ひ
と
を

よ
り
ょ
り

せ
つ
や
　

ひ
じ
り

む
か

す

。
時

に
抜

茅

の
客

を

招

き
、
乍

に
窮
薬

の
仙

に
対

ふ
。

一
岳

か
く

え
き

ら
く

も
と

た
か

と
の

一
墾

、
三

益
三
楽

。

仁
智

の
藪

に
優

遊
し

、経

史

の
閣

に
皓

蕩

た
り
。
,

お
も

.瀞
き

こ
こ
ろ

み
が

其

の
志
を

沖
玄

に
し

、
其

の
致

を

高
素

に
す
。

神

を
泉

石

に
宝

き

、

肩

を

人
事

に
息

ふ
。
或

は
目

を

挙
げ

て
高

吟
し

、
或

は
手

を
負

し

て
長

晴

す
。

徒

浜

2
雌
沃

を
鯉

槍
輸

の
控
地

楚

擶

ぶ
○

惟

れ
迫
遙

沸
哉

嵯
夫

れ
、
寵

辱

驚
く

が
若

く
、

に
在

り
、

何

ぞ
沓
仙

の
翼

ふ

に
足

ら
む
。

貴
賎

情
を

混

ふ
。

既

に
異
道

を

謀

る

こ
と
無
く

、
唯

だ
同

声

に
応

ふ

こ

と
有

ら
く

の
み
。

「和

n石
上
郷
小
山
賦

」
(
『経
国
集
』
巻

一
)訓
み
は
小
島
憲
之
氏
に
従

う
。
-

こ
の

一
篇

は

題

に
示
さ

れ
て

い
る
通

り
、

『
経

国
集

』

で

こ
の
賦

の
す

ぐ

前

に
位

置
す

る
石
上

宅
嗣

の

「
小

山
賦
」

に
和
韻

し

た
も

の
で
あ

る
。

こ

の
賦

は

小
島

氏

が
委

細

に
論

ぜ
ら

れ

て

い
る
如

く
、

宅
嗣

と

の
親

し

い

交

わ

り
を
証

明
す

る
も

の
で
あ

る
が

、
青
年

期

の
め
ぐ

ま

れ
た

一
時
期

を

投

影

し
て

い
る
。

三

 

延

暦
四

年

(
七
八

五

)

一

一
月

二
五
日

、
後

の
平
城

帝

、
安

殿
親

王

が

皇

太
子

に
立

っ
た
。

桓

武
天
皇

の
長
子

で
同

母
弟
賀

美
能

親

王

(後

の
嵯

峨

天
皇

)
よ

り

一
二
才

年
長

で
あ

る

(
『
皇

胤
紹

運
録
』

)
。

豊

年
は

延

暦

一
六

年

(
七
九

七

)
二
月

九

日
に
東
宮

学

士

に
任

ぜ
ら
れ

た

(
『
日
本

後

紀
』

)
。

既

に
文
章
博

士

に
任

ぜ
ら

れ

て
お
り

、
時

に
四

七
才

、
外
従

五

位

下
で
あ

っ
た
。

そ

の
後

従
五

位
下

に
叙

せ
ら

れ
、

大
同

元
年

(八

○

六

)
四

月

一
八

日
に

は
陰
陽

頭
を

兼
任

し

た

(

『
日
本

後
紀

』

〉
。

こ
の

一
ヶ
月

後

の
五
月

一
八

日
、

安
殿
親

王

が
大
極

殿

で
既
位

し

た

(
『
日
本

後

紀
』

)
。

平
城

天
皇

で
あ

る
。

『
経

国
集
』

を

繕
く

と
、

安
殿
親

王

の

詩

に
奉

和
し

た
詩

や
、

そ

の
命

に
よ

っ
て
賦

し

た
詩
四

首
を

捜
す

こ
と
が

で
き

る
。

.圧

9
奉
和
庭
梅

宮
裏

一
梅
樹

寒
花
尚
入
春

風
涼
徒
苦
節

日
暖
独
当
仁

封
雪
猶
絵
影

拾
霞
未
敏
新

寛
逢
筆
折
興

軽
散
舞
儲
菌

並」
ゆ

つ
り

ば
い
rし
ゆ

{呂
車
外
一
梅

樹
。

寒
花

尚

し
春

に
入

る
。

ひ
や
や
か

い
た
づ
ら

く
る

風
涼

に
し

て
徒

に
節

に
苦

し

む
。

粕

蟻

な
比

配

禦
独

仁

に
当

る
。

封

雪
猶

影
を

飴
す
。

拾
霞

新

し
き

を
敏

め
ず

寛

に
撃
折

の
興

に
逢

ふ
。

軽

く
散

り

て
儲
菌

に
舞

ふ
。

注
10

(引
用
は

『群
書
類
従
』
本

・
以
下
同
。

)

同

じ

く

『
経

国

集

』

に

次

の
詩

が

あ

る

。

七

言

賦

桃

応

令

ぶ

せ
ん
か
ー

と
ふ
ん
え

武

陵

仙

薯

本

紛

々

武

陵

の

仙

薯

本

紛

々

た

り

。

な
む

ご
く

く
わ

た

南

国
容

花
未

足
云

南

国

吻
容
花

伝

ふ
に
足

ら
ず
刈差
い

ん
」

閉

径
無

帰
維

隠
士

径

を
閉

ぢ

て
帰
る

こ
と
無

し

維
隠
士

。
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成
喉
有
詫
彼
将
軍

風
翻
麗
影
遙
揚
譲

露
鮎
鮮
光
更
起
文

如
値
上
林
移
植
会

垂
蔭
萬
畝
稿
青
雲

践

を
成

し

て
詫

る

こ
と
有

り
彼

の
将

軍
。

風
麗

影
を

翻

へ
し

て
縫

、に
酸
を
揚

ぐ
。

露
鮮

光
を
黙

じ
て
更

に
文
を
起

こ
す
。

如
上

林
移

植

の
会

に
値

は
ば

蔭

を
萬

畝

に
垂

れ
青

雲

を
稿

む
。

注
H

(小
島
憲

之
氏

の
訂
正
本
文

に
従

い
、
訓
み
も
氏

に
従
う
.、
)

「奉

和

庭
梅

」

の
詩

に
は
例

え
ば

後
聯

前
句

「
寛

逢
塞

折
興

」

に
江
網

の

「
梅
花

落
」

の

一
句

「朝

塞
晩
折

還
復

開
」

が

下
敷

と
し

て
使
わ

れ

て

お
り

、
ま

た
頸

聯
後

句

の

「
敏

」

は
、
飽

泉

の

「
梅

花
」

の
詩

の

一
句

「

愁
眉

敏
誼

開

」
、
簡

文
帝

の

「
梅
花

」

の
賦

の

「
賎

妾
為

此
敏

峨
眉

」
な

ど

の
例

の
よ
う

に
、
六
朝

の
詩

人
達

が
好

ん

で
梅

の
花

の
表

現

に
用

い
た

も

の

で
あ

る
。

後

者

の
詩

に

つ
い
て
は
小
島

氏

が

つ
と

に
指
摘

さ

れ
て

い
る
よ
う

に
、

武
陵

桃

源

の
故

事

や
曹

子
建

の
詩

な

ど

の
表

現
を

借
り

用

い
た
も

の

で
そ

の
原
拠

を

『
芸
文

類
聚

』

に
求

め
る

こ
と

が

で
き

る
。

前
者

「奉

和

庭
梅

」

も

表
現

に

用

い
た
素
材

は

『
芸

文
類
聚

』
巻

八

六

「
菓

部
」

所
載

の
「梅

」

に
求

め
ら

れ
る
。

豊
年

は
東

宮

学
士

で
あ

っ
た

か
ら

当
然

だ

と
は

い
え
、
安

殿
親

王

の
詩

に
和
韻

を

以

っ
て

こ
た

え
て

い
る

こ
と
な

ど

か
ら
、

二
人

の
親
し

い
交

流

を

想
像

で
き
よ

う
。

そ

の
後
、

大

同
三
年

(
八

○
八

)
五
月

一
四
日

以
前

に
従

四
位

下

に
叙

せ
ら

れ
、

つ
い
で
式
部

大
輔

を
拝

し

た

(
『
後

記
』

卒

伝

)
。

大

同

元
年

四
月

に
従
五

位

下

で
あ

っ
た
か

ら
三
年

以
内

で
従

四
位

下

と
な

っ
た

わ
け

で
、

か
な

り
早

い
昇
進

で
あ

る
。

平
城

帝

の
信
厚

き
故

で
あ

ろ
う

。

平

城
帝

は
大

同

元
年

(
八

〇

六
)
五
月

一
八
日

に
践
酢

し

た
が
、

な

お

朝

廷

に
勢

力
を

持
ち

続
け

、
退

位
後

も
平

城

と
曲豆
年

の
間

は
親

密

で
あ

っ

た

ろ
う

と
想
像

さ

れ
る
。

こ
の
五
月

一
四

日

に
下
野

守
を

兼
任

し

た
(
『
日

本
後

紀
』

)
。

四

『
後

紀
』
卒

伝

は
平
城

退

位
前
後

の
朝

廷

の
様

子
を

次

の
よ
う

に
述

べ

る
。既

而
女

謁
屡
進
。

英

賢
見

レ
排
。

独
抱

素

懐

う。

任
レ
運
玄

黙
。

厭
後

天

皇
不

豫
。

伝

立

上
嗣

。
=
遷

「御
平
城

。

不
レ
預

追

従

。

猶
守

う本

職

及

一干
後

乱

一自

鐵
辞

退
。

女

謁

と
は
平
城

天
皇

の
寵

を

専
ら

に
し

た
藤
原

薬
子

が

そ

の
勢

力
を
恣

に
宮

廷

に

の
ば
し

た

こ
と
を
云
う

言
葉

で
あ

り

、
乱

と
は

い
わ
ゆ

る
薬

子

の
乱

を
言

う
。
豊

年

は
薬

子

が
勢

力

を

の
ば
す

に
し

た
が

っ
て
、

「
独

リ

イ

テ

ヲ

ま
か
セ
テ
ニ

抱

素

懐

一。

任

レ
運

玄
黙

」
し

た

と
言
う
。

つ
ま
り
薬

子

の
専
横

な
振

舞

い
に
沈
黙

を
余

儀
な

く

さ
れ

た

の
で
あ
る
○

平
城

が
旧
都

へ
遷
御

す

る

に

際
し

て

は
、
か

つ
て
は
東
宮

学

士
を

も
勤

め
親

し
く
近

習

し
た
に
も
拘
ら
ず

雇
従

す

る

こ
と
を

拒
ん

だ
。

薬

子

は
、

太

上

天
皇

(
平
城

・
筆

者

注

)
示
近

支
奉

氏
。

非

一御

言

事̀

乎
御

言

止

癖
鍵
班擁
糞
黙

瀕
裁
纏
轟
鎚
鷲

百
姓

乎
亡

弊
。

(
『
日
本
後
紀
』

・
弘
仁
元
年
九
月
十
日
の
条
)

し
た

と
、
後

年

嵯
峨

天
皇

が
詔

の
中

で
述

べ
て

い
る
が

、
豊

年

は
平

城

の

旧
都

へ
の
遷
御

を
、
詔

で
語

ら

れ
て

い
る
如

く
薬

子

ら

の
専

横

に
よ
る

も

の

と
感

じ

た

の
で
あ

ろ
う
。

素
懐

を
貫

く

こ
と

は
平
城

に
従
う

こ
と

で
は

一8う



な
く

、
平

安

の
都

に
残

る

こ
と

で
あ

っ
た
。

薬

子

の
乱

は
客

観
的

に

み
れ
ば

、
む

し
ろ

嵯
峨

天
皇

と
意
識

的

に
対
立

の
場

を
作

り
出

し

た

の
は
平
城

上
皇

で
あ

っ
て
、
薬

子

と
仲
成

は
上
皇

の

志

向

を
助

長
し

た

に
過

ぎ
な

い
と
捉

え

ら
れ

る
よ
う

で
あ
る

が
、

少
な
く

と
も
豊

年

の
目

に
は
薬

子
ら

の
策

謀
だ

と
う

つ

っ
た

に
相
違

な
く

、
そ

の

胸
中

に

は
旧
都

へ
遷

御

し
た

平
城

の
行

方

に
限
り

な

い
不
安

と
絶
望

と

一

種

の
諦

め

に
似

た
思

い
が
去
来

し

た

に
ち

が

い
な

い
。
薬

子

の
乱

後
、
豊

年

は

自
ら
朝

を

退

い
た

(

『
後
紀

』
卒

伝

)
。

こ

の
乱

は
、

弘

仁
元

年

(
八

一
○

)
九
月

一
二
日
、

平
城

が
剃
髪

し

て

入
道

と
な

り
、

ま

た
薬

子
は

自
殺

し

て
結
末

を

み
た

が
、

こ

の
日
か
ら

わ

ず

か

四

日
後

の

一
六

日
に
嵯

峨

天
皇

は
豊
年

を
播

磨
守

に
任

じ

た

(

『
日

本

後

紀
』

)
。

天
皇

が
乱
後

す
ぐ

さ

ま
豊

年
を
国

司

と
し

て
朝

廷

に
呼

び

戻

し

た

の
は
、

若

く
し

て
芸

亭
院

に
学

び

、
文
章

博
士

、
式

部
大

輔

と

い

う

経

歴
を

経

て
深

め

て

い

っ
た
豊

年

の
学
才

を

、
漢

文
詩

に
造
詣

の
深

い

嵯

峨

天
皇

が
惜

し

ん

で

の
こ
と

で
あ

り

(
『
後
紀

』
卒

伝

)
、

と
同
時

に

こ

の
よ
う

に
す

ば

や

い
人
事

は

、

い
わ
ば
朝

敵

に
親

し
く
近

習
し

た

人
間

を

野

に

お

い
て
置

く

こ
と

に
不
安

を
感

じ

て

の
故

で
あ

ろ
う
。

播
磨

守

の
任

に
あ

る

こ
と
三

年

で
、
病

を
得

て
京

に
戻

り
宇
治

の
別

荘

に
病

を
養

っ
た
。
時

に
六
三

才

で
あ

る

(
『
後

紀
』
卒

伝

)
。

曲
豆
年

が
宇

治

に
病

を
養

っ
た

理
由

を

『
後
紀

』
卒

伝

は

こ
う

述

べ
て

い
る
。

昔

仁
徳

天
皇

與

宇
治

稚
郎

相

譲

之
事
。

具

著

一国

典

。

故
老

亦

語

・

風
俗

う。

病

裡
聞

レ
之
。

追

感
不

レ
巳
。

仁
徳

天
皇

と
宇
治

稚

郎

の
故
事

に

つ

い
て

は

『
日
本

書

紀
』

に
、

仁
徳

天
.王
と
そ
の
兄
蒐
道
難
郎
子
と
湾

顯

に
位
を
譲
の
勤

貿

麓

猶
稚

疑

ひ
た
ま

は
ず

、

即
帝
位

せ
。

郎

子

が
仁

徳
帝

に

「
願

は
く

は
王

、

我

は
臣

と
し

て
助
け

ま

つ
ら
く

の
み
」

(
「
仁

徳
紀

」

訓

み
は

『
古

典
文

学
大

系
』
'本

に
従
う

)
と

宣
う

た
と
記

さ

れ

て

い
る
。
宇

治

は
蒐

道

稚
郎

子

ゆ
か

り

の
地

で
あ

り
、
豊

年

は
死

後

そ

の
陵

下

に
埋
葬

さ

れ

た
○

そ
し

て
卒

日

の
弘
仁

六
年

(
八

一
五

)
五

月

二
七

日
に

正
四

位
下

を
贈

ら

れ

た
が
、

『
後

紀
』

卒
伝

は
終

わ
り

に
、

以

崇

国

華

也
。

時

人
猶
謂
。

天
爵
有
レ
鯨
。
人
爵

不
レ
足
。
時

年

六
十
有

五
。

と
記

す
。

そ

の
有
徳

に
む
く

い
る

べ
き

人
爵

、

つ
ま

り
官

位

が
低

か

っ
た

と

、

『
孟
子
』

告

子
上

に
あ

る
語
を

引
用

し

つ
つ
巧

み

に
述

べ

て

い
る
。

五

こ
こ
で
視

点
を
豊

年

の
作

品

に
移

し

た

い
と
思
う
。

豊

年

の
作

品

で
現

存
す

る

も

の
は

二
○
首

、
う

ち
賦

一
首

、

一
九

首

が
詩

で
、

『
凌
雲

集

』

『
経
国
集

』

、

『
日
本

後
紀
』

に
残

さ

れ

て

い
る
○

以

下

に
数
首

を
挙

げ

具

体
的

に
そ

の
作

風
を

探
り

た

い
と
思
う

。

三

月
三

日
侍

宴
。

応
詔

(

『
凌
雲
集

』

)

か
せ

つ

と
墨

紫
禁
疏
佳
詔

青
陽
楽
襖
風

布
帷
分
柳
緑

襲
侃
挺
蘭
紅

品
彙
春
芳
編

卑
高
夏
預
通

自
然
相
率
舞

何
待
后
憂
工

紫
禁

佳
詔

を
疏
す

。

青

陽

襖
風

を
楽

し
む
。

布
帷

柳
緑

を
分

か

つ
。

襲
鼠

蘭
紅

を
挺

づ
。

品
彙

春
芳
偏

し
。

卑
高

夏

預

通

ふ
。

自
然

相
率

ゐ

て
舞

ふ
。

何

ぞ
后

壁
の
工
を
待

た

ん
。

「紫

禁
」

は
謝

希
逸

の

「
宋
孝

武
宣
貴

妃
諌

」

の

一
文

「
掩

綜
揺

光
、

一9「



収
華

紫
禁

」

に
李

善

が

「
王

者
之

宮
、

以
象
紫

微

、
故

謂
宮
中

為
紫

禁
」

(

『
文
選

』

巻
五

七

・
引
用

は
商
務

印
書

館
本

)
と
注
し

て

お
り

、
ま

た

「
青

陽
」

は

『
礼

記
』

月
令

に

「
孟
春

之
月

、
天

子
居
青

陽
左

全

と
あ

り
、

そ

れ
ぞ

れ
宮
中

と
天
皇

と
を
指

す
。

「複

風

」

は
上

已

の
宴

を

言
う

が
、

『
芸

文
類

聚
』

四
巻

、
歳
時

三
月

三

日
を
繕

く

と
、

「
三

日
侍
華

光

殿
曲

水
宴

」

の
題
を
持

つ
梁

の
劉

孝
蘭

の
詩

「
薫

祓
三

陽
暮

、
濯

襖

元
己
初

。
皇

心
勝

楽

飲
、
帳

殿
臨

春
渠
。

豫

遊

高
夏

諺

、
凱

楽
盛

周
居

。

(
以

下
略

)
」

が
載

せ
ら

れ

て

い
る

が
、
豊

年

の
詩

の
頸

聯

後
句

「
卑

高
夏

預
通

」

に
直
接

の
影
響
を

及

ぼ
し

て

い
る

と
考

え

ら

れ
る
。

ま

た

『
芸
文

類
聚

』
八

一
巻

、
薬

香

草
蘭

に
、

『
楚
辞

』

の

「離

騒
」

か

ら
、

「
籾

秋

蘭

以
為
レ
偲
。
又

日
。
秋
蘭

号
慶

蕪

。
羅

一生

今
堂

下

-。

緑

葉

号
素
董

。

芳

菲
替
、襲

レ
予
。
秋
蘭

号
青

青
。
緑
葉

分
紫

董
。」

の

一
文

が
引

か

れ

て

い
る
が

、
頷
聯

後

句

「
襲
侃

挺
蘭

紅
」

の
用
字
法

は
右

の

一
文
あ

た
り

を

頭

に
お

い
て

の
も

の
だ
と
考

え

ら
れ

る
。

別
諸
友
入
唐

数
君
為
国
器

萬
里
渉
長
流

奮
翼
鵬
天
砂

軒
髪
蜆
海
悠

登
山
眉
自
結

臨
水
涙
何
牧

但
此
倦
天
処

空
見
白
雲
浮

(
『
凌

雲
集

』

)

数

君
語

掴

器
偽

り
。

萬

里
長

流
を

渉

る
。

ま
く

ふ
る

た
か

翼

を
奮

ふ
鵬

天
砂

し
。

髪

を
軒

ぐ
鰻

海
悠

か
な

り
。

の
ほ

お
の
つ
か

む
す

山

に
登

り
眉

自

ら
結

ぶ
。

の
ぞ

な

ん

を
さ
ま

水

に
臨

み
涙
何

ぞ
牧

ら

ん
。

但
此

れ
倦

天

の
処
。

む
な

つ
か

み

空
し

く

白
雲

の
浮

ぶ
を

見

る
。

頷

聯

の
鵬

と
鰻
を

配
し

た
対

句

は

『
荘

子
』
迫

遙
遊

の

「
北
冥
有

レ
魚

、

其

名

為
レ
鰻
。
観

之
大

、
不

し
知

其

幾

千
里

也

。
化

而
為
レ
鳥

、其

名
為

レ
鵬
。」

に
想

を
得

た
も

の
で
あ

ろ
う

が
、

こ
の

一
文
は

や
や
簡

略
化

さ

れ
た
形

で

『
芸

文
類

聚
』

九
二

巻
鳥

部
下

に
収

め
ら

れ

て

い
る
。

ま

た
同
聯

の

「奮

翼

」

、

「軒

影
置

の
語

は

、
前
者

は
宋

玉

の

「
高

唐
賦

」

の

「
振

鱗
奮

翼
」

∂

(
『
文
選

』
巻

一
九

)

に
、
後
者

「軒

暑

」
は

「軒

鰭

」

に
同
じ

く

「
軒

レ
鰭
躍
レ
鱗

而
至

祭
所

」

(
『
前

趙
録

』

)

の

一
句
な

ど

に
み
る

こ

と

が
で
き

る
も

の
で
あ

る
○

」

東
宮
歳
除

急
景
方
凋
節

窮
陰
復
殺
年

雪
停
群
嶺
鮫

風
緊
衆
林
穿

壮
歯
随
宵
変

在
18

衰
容
逐
暁
俊

揺
山
今
日
賞

錫
命
百
憂
燭

難

購

(
.経
国
集
』
)

窮
陰

殺

年

に
復

る
。

雪

群
嶺

に
停

ま
り

で
鮫

な
り
。

鵬

衆

林
を

職

義
に
窮

つ
・

'

壮
歯

宵

に
随

ひ

て
変

ず
。

衰
容

暁

を

逐

て
俊

ま
る
。

揺

山
、今

日

の
賞

せ
き
め

㌧

の
ぞ

錫
命

百

憂
燭

く
。

首

聯

の
二
句

は
飽

明
遠

の

「無

鶴
賦

」

の

一
句

「
於
レ
是
窮

陰
殺
節

、
急

景
凋

年
'

(

『
文
選
』

巻

一
四

)
を
原

拠

と
し

た

こ
と
は
ま

ち

が

い
な

い

で
あ

ろ
う
。

李
善

は

『
礼
記

』
を

引

い
て

「季

冬

之
月

、
日
窮

干
次

、
神

農

本

草
経

日
、
秋

冬
為

陰
。

礼
記

日
、

仲
秋

之
月

、
殺
気

浸
盛

」

と
注
す

る
。

ま

た
頸

聯

の

「
壮
歯

」
、

「
衰
容

」

の
語

は
、
前
者

は
簡

文
帝

の

「

戌

昭

将
軍

劉
顕
墓

銘
」

の

「
礼
著

幼

年

業

明

壮

歯

∂

に
、
後
者

は
章

孝

標

の

「
贈
匡

山
道
者

詩

」

の

「
嘗
聞

一
粒

功
、

足

以
友

衰
容

'

な
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ど

に
例

を

み
る
。

後

聯
後
句

の

「
錫
命

」

は

「
天
子

の
命
を

た

ま
う
」

こ

と
で

、
詩
全

体

に
公

的
儀
礼

的
色

彩

が
強

い
。

豊
年

の
詩

を
具

体
的

に
検

討

し

た
が
、

そ

の
特

徴

と
し

て
六
朝

詩

の
影

響

を
挙

げ

る

こ
と
が

で
き

る
。

ま
た

一
面
勅

撰
集

入
集

作

品

で
あ

る
か

ら

当

然

と
は

い
え
、

き

わ
め

て
公
的

な
色

彩

が
強
く

、
心

の
内

の
感

情
を

お

も

む
く

ま
ま

に

一
篇

の
詩

に
託

し
た

と

い
う

も

の
は

少
な

い
。

こ

こ
で
現

存
す

る
豊

年

の
作

品

二
○
首

を
詩

題

と
所
載

資
料

と

に
よ

っ
て
示
す

と
次

の
通
り

で
あ

る
。

1
三
月

三

日
侍
宴

応

詔
。

2
三
月

三

日
侍
宴

応

詔
。

00

〃

11

4

11

〃

5
晩
夏

神
泉

苑
釣

台

、

6
留
別
故

人
。

二(⇒ 一

(
嵯

峨
帝

の
詔

)

(

〃

〃

)

(

〃

〃

)

(

〃

〃

)

同
勒

深
臨

陰
心
。

応

製
。

(嵯
峨
帝
の
制
)

7
同
元
忠

初
春

宴

紀

千
牛
池

亭

之
作
。

8
別
諸
友

入
唐
。

9
史
記

寛
宴

賦
得

大

史
自
序

伝
。

10
代
琴

之
詞
。

11
逸

人

詞
。

12
高

士
吟

。

13
傷

野
将

軍
。

ー

以
上

『凌
雲
集
』

14
奉

和
庭

梅
。

(
平
城

帝

「
詠

庭
梅

」

の
詩

に
和

韻
。

〉

15
賦
桃

応
令
。

(
安
殿

親

王

(
平
城
帝

)
の
令

)

16
詠
桜

17
詠
禁

苑
鷹

生
雛
。

18
東
宮

歳
除

応

令
。

19
和

石
上

郷
小
山

賦
。

(安
殿
親
王
の
令
)ー

以
上

『経
国
集
』
ー

20
失
題
。

『
日
本

後
紀

』

豊

年

の
作

品
を

以
上

の
如

く

に
所
載

資
料

の
別

に
並

べ
て
み
る

と

明
ら

か
な
特

徴
を
窺

う

こ
と

が

で
き

る
。

そ
れ

は

『
日
本

後

紀
』

所
載

の

一
首

を

除
く

と

『
凌
雲
集

』

と

『
経
国

集
』

所
載

の
作

品

で
あ

る
が
、

前
者

に

嵯

峨
天
皇

の
命

に
よ

っ
て
賦

し

た
詩

が
五
首

あ

る

の
に
対
し

て
、

後
者
所

載

の
詩

五
首

の
う

ち
三

首

が
安
殿

親
王

(
平

城
帝

)

の
命

に
よ

っ
て
賦

し

た
も

の
、
或

は
奉

和
し

た
も

の
で
あ
り

、
し

か
も

嵯
峨
帝

と

の
関
係

を

示

す

作
品

が
皆
無

で
あ
る

こ
と

で
あ

る
。

も

っ
と
も

『
経
国

集
』

は
残

闘
本

で
二
○

巻
中

現
存
す

る

の
は

六
巻

で
あ

る

か
ら
、

失
な

わ
れ

た
巻

に
嵯
峨

天
皇

と
豊

年

と

の
関

係
を

示
す

作

品

が
存

在

し

た
で
あ

ろ
う

か
と

は
想
像

さ
れ

る
が
、

編
纂

当
時

の
姿

を
伝

え

る

『
凌

雲
集
』

に
、

『
経
国
集

』

に

採

ら

れ
て

い
る
如

き
平
城

帝

と
豊

年

の
親

密

な
交

わ
り

を
示
す

作

品

が
皆

無

で
あ

る

こ
と

は
注
目
す

べ
き

で
あ

る
。

そ

れ

は
豊

年

の
作

品
と

勅
撰
三

漢

詩
集

と

の
関

り

方
、
特

に

『
文
華

秀

麗
集

』

に
豊

年

の
作

品

が
入
集
し

な

か

っ
た

こ
と

と
深
く
関

る

と
考

え
ら

れ
る

か
ら

で
あ

る
。

山
ノ、

 

豊

年

に

つ
い
て
論

ぜ
ら
れ

た
論
考

の
中

で
、

『
文
華
秀

麗
集

』

に
豊
年

の
作
品

が
皆
無

で
あ

る

こ
と
に
筆

を
費

や
さ

れ

た
も

の
に
、
前

掲

の
松
浦

友

久
氏

の

「
『
文

華
秀

麗
集

』
考

」

(
「
漢

文
学

研
究

」

一
〇
号

)
が
あ

る
。

氏

は

、
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第

一
勅
撰
集
に
お
い
て
嵯
峨
天
皇
に
つ
ぐ
多
数
を
収
め
た
豊
年
が
、
病
没
し
た
と

は
い
え
、
わ
ず
か
四
年
を
隔
て
た
第
二
集
に
お
い
て
、
ま
っ
た
く
作
品
を
と
ら
れ

て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
い
わ
ゆ
る
豊
年
流
の
旧
派
の
詩

(灰
韻
詩

・
五
言
詩

が
多

い
)
に
対
す
る
仲
雄
王
の
批
判
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
豊
年
は
本
来
、
桓

武

・
平
城
朝
の
人
間
で
あ
る
。
薬
子
の
乱
に
及
ん
で

「自
載
辞
退
」

(後
紀
)
し

て
い
た
の
を
、
嵯
峨
天
皇
が
そ
の
才
能
を
惜
ん
で
播
磨
守
に
任
じ
る
と
い
う
事
情

が
あ

っ
た
。
平
城
天
皇
を
含
め
て
、
賀
陽
豊
年

・
菅
野
真
道
と
い
っ
た
旧
世
代
の

作
品
が

一
掃
さ
れ
、
識
人

・
腹
赤

・

(滋
野
)
貞
主
等
、
前
集
に
お
い
て
は
名
目

だ
け
が
、
あ
る

い
は

一
首
も
収
め
ら
れ
て
い
な
い
新
し
い
世
代
が
急
速
に
勢
力
を

伸
し
て
い
る
。
弘
仁
五
年
～
九
年
と

い
う
こ
の
四
年
間
は
、
新
旧
世
代
の
交
替
と

い
う
こ
と
と
同
時
に
、
い
わ
ば
最
も
嵯
峨
朝
的
色
彩
の
濃

い
文
壇
を
作
り
出
し
た

時
期
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

と
述

べ
ら

れ

る
。

氏

は

豊
年

の
作

品

が

『
文
華

秀
麗

集
』

に

入
集
し

な

か

っ
た

理
由

を
作

品

の
様

式

の
古

さ

と

、
豊

年

が
桓
武

・
平

城
朝

と

い
う

旧

派

に
属

す

る
人

間

で
あ

る

と

い
う

点

に
求

め

て
お

ら
れ

る
。

以
下

に
論
を

進

め

る

に
あ

た
り

、
氏

の
こ

の
説

の
検
討

か
ら

は
じ

め

た

い
と
思
う

。

ま
ず

作

品

の
様
式

上

の
古

さ
、

つ
ま
り

五
言

詩

と
灰
韻

詩

が
多

い
と

い

う

点

に

つ

い
て
考

え

て
み

た

い
。

灰
韻

詩

は
管

見

に
よ

れ
ば

『
凌

雲
集

』

に
四

首
あ

り

、
う

ち

二
首
が
豊

年

の
作

品

で
あ

る
。

2

「
三

月
三

日

侍
宴

応
詔

」

と

12

「
高

士
吟

」

で
、

残

り

の
二
首

は

仲
雄

王

の

「
謁
海

上

人
」

と
題

す

る
詩

と

淡
海

福

長
満

の

「
早
春

田

園
」

と
題

す

る
詩

で
あ

る
。

こ
れ

に
対

し

て

『
文
華

秀

麗
集

』

に
は
三

首

の
灰
韻

詩

が
あ

る
。

嵯

峨

天
皇

、
藤

原
冬

嗣

、
良

山今
安

世

の
詩

そ

れ
ぞ

れ

一
首
ず

つ
で
、

い
ず

れ
も

「
雑

詠
」

の
部

に
収

め
ら

れ
て

い
る

後
者

で
は

「
雑

詠
」

と

し

て
様

式

上

特
別

な
扱

い
を
し

て

は

い
る
が
、

そ

れ

に
し

て
も

三

首
入
集

し

て

い
る

の
で
あ

る
。

た
し

か
に
豊

年

の
灰
韻

詩

は

『
凌
雲
集

』

四
首
中

二

首

で
半

数

を
占

め

る
が
、

『
凌
雲

集

』
入
集

一

三
首

を

か
ぞ
え

る
豊

年

の
作
品

の
う

ち

の
二
首

で
あ

る

か
ら
数

は
少

な

い

ま

た

『
文
華

秀

麗
集
』

編
者

の

一
人

、
仲

雄
王

の
灰
韻

詩

が

一
首

『
凌
雲

集

』

に
入
集

し

て

い
る

こ
と

と
、

『
文
華

秀
麗

集
』

に
灰
韻

詩

三
首

が
入

集

し

て

い
る

こ
と
を
考

え

あ
わ

せ
る

と
、

豊
年

の
詩

に
灰
韻

詩

が
多

い
と

い
う

故
を

以

っ
て

『
文
華

秀
麗

集
』

の
撰

に
も

れ

た
と

は
言

い
難

い
よ
う

で
あ

る
。

次

に
豊

年

の
詩

に
五
言

詩

が
多

い
と

い
う
点

に

つ
い
て
検
討

し

て
み

た

い
。

豊
年

の

『
凌
雲

集
』

所
載

詩

一
三

首

中

一
二
首

が
五

言
詩

で
あ

る
。

『
凌

雲
集

』
中

の
七
言
詩

と
五

言
詩

の
割
合

は
そ

れ
ぞ

れ
四
九

首

と
四

二

首

で
あ

り
、
七

言
詩

が

や
や
多

い
。

た
し

か

に

『
凌

雲
集

』

の
七
言

と
五

言

の
比
率

に
比

し

て
豊
年

に
は
五
言

詩

が
多

い
。

し

か

し

こ
の

こ
と
が

『

文
華

秀

麗
集
』

に
豊

年

の
作

品
が

入
集

し
な

か

っ
た

こ
と
と
直

接

に
結

び

つ
く

か

ど
う

か
は

更

に
検

討

を
要
す

る
。

『
文
華
秀

麗
集

』

に
は
全

一
四

三
首

中

五

言
詩

が
四
七

首
あ

り
、

『
凌
雲

集
』

に
比
し

て
相

対
的

に
減

少

し

て

い
る

と
は

い
え
五
言

詩

が
存
在

す

る
。

こ
の
中

に
は
『
文
華

秀

麗
集

』

の
編
者

で
あ

る
仲

雄
王

の
四

首
、
ま

た

『
凌
雲

集
』

に

一
首

の
入
集

も
な

く

『
文
華

秀

麗
集

』

に
二
○

首

の
入
首

を
数

え

る
巨
勢

識
人

の
六

首

が
あ

る
。

こ
う

し

て

み
る

と
五
言
詩

の
多

い
故

を

以

て
豊

年

の
詩

が

『
文
華
秀

麗
集

』

に
入
集

し

な

か

っ
た
と

は

一
概

に
は

言

い
難

い
。

様

式

の
面

を
離

れ

て
人
間

関
係

の
面

か
ら

こ
の
点
を

考
え

て

み
よ
う
○

松

浦
氏

は
豊

年

が
桓
武

・
平
城

朝

と

い
う

旧

派

に
属

す

る
詩

人

で
あ

っ
た

点

に
注

目

さ
れ

る
。

経

歴
を

辿

れ
ば
わ

か

る
よ
う

に
豊

年

は
平
城
帝

に
親

し

く
近

習
し

た
詩

人

で
あ

る
。

『
凌
雲

集
』

に
入

集
し

て

い
る
嵯

峨
天
皇
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の
命

に
よ

っ
て
賦

し
た
詩

と
、

『
経

国
集

』

に
残
さ

れ

て

い
る

安
殿
親

王

(
平
城
帝

)
の
命

に
よ

っ
て
賦

し

た
詩
を

比
較

す

る
と
、

と
も

に
公
的

儀

礼
的

色
彩

は
濃

厚

で
あ

る
が
、

安
殿

親
王

の
詩

に
和

韻
を

以

て
応
え

た
詩

(
14
奉
和

庭
梅

)
な
ど

に
み

ら
れ

る
よ
う

に
後

者

に
は

公
的
な

中

に
も
親

密

な
情
感

を
窺

う

こ
と

の
で
き

る
詩

が
あ

る
。

嵯
峨

天
皇

と
豊

年

の
関

係

は
薬

子

の
乱
鎮

圧
後

に
は

じ
ま

る
。

嵯

峨

天

皇

か
ら
す

れ
ば
、
薬

子

の
乱

に
よ

る
朝

臣
達

の
動
揺

を
抑

え

る
手
段

の

一

端

と
し

て
野

に
あ

っ
た
豊

年

を
朝

廷

に
呼

び
戻
し

た

こ
と
は

十
分

に
考

え

ら
れ

る

の
で
あ

っ
て
ー

そ

の

こ
と
は
薬

子

の
乱
平
定

後

わ
ず

か
四

日

の

後

に
豊

年
を

播
磨

守

に
任
じ

た

こ
と

に
よ

っ
て
証

明
さ

れ

る
と
思
う

い
わ

ば
豊
年

と

は
打
算

的
な

関
係

を
結

ん

で

い
た
と

い
え
よ
う

。

こ
の

こ

と
と
、

豊

年

の
詩

が

『
凌
雲

集
』

に

=

二
首

の
多

数

が
入
集

し

て

い
る

こ

と
と

は
矛

盾
す

る
も

の

で
は
な

い
。

豊

年

は
そ

の
経
歴

に
よ

っ
て
知

れ
る

通

り

文
章
博

士

、
式
部

大
輔

な

ど
を
歴

任

し
た

文
人
官

僚

で
あ
り

、
普

通

言
わ

れ
る
如

く
勅

撰

の
漢
詩

集

が
嵯
峨

天
皇

の
律

令
体

制
挽

回
政

策

の

一

環

と
し

て
意

図
的

に
編
ま

れ
た

も

の
で
あ

っ
て

み
れ

ば
、
律

令
体

制

下

の

文
人
官

僚

た
る
豊

年

の
作

品
が

『
凌
雲

集
』

に
相

当
数

入
集

し

て

い
る

こ

と

は
、
嵯

峨
天
皇

の
個
人
的

な
志

向

と
相
侯

っ
て
当
然

の

こ
と

で
あ

っ
た

と
考

え
ら

れ

る
か
ら

で
あ

る
。

『
文
華

秀
麗
集

』

が
編

ま
れ

た

の
は
弘

仁
九

年

(
八

一
八

)
で
、
豊

年

没
後

二
年

目

で
あ

る
。

嵯

峨
天
皇

と
豊

年

の
関

係

が
前

述

の
如

き
も

の
で

あ

れ
ば
、

豊
年

没
後

に
編
纂

さ

れ

た

『
文
華

秀

麗
集

』

に
豊
年

の
詩

が

入

集

し
な

か

っ
た

の
も

然

る

べ
き

成

り
行
き

で
あ

っ
た

で
あ

ろ
う
。

松

浦
氏

は
豊

年
を

桓
武

・
平

城

に

つ
な

が

る
旧
派

の
詩

人

と
し

て
捉

え

て
お
ら

れ

る

が
、
豊

年

が

『
文
華
秀

麗
集

』

に
入
集

し
な

か

っ
た
事

実

は
、
平

城

、

嵯
峨

両
帝

と
豊

年

の
人
間
関

係

に
関

わ
る

問
題

と
し

て
考

え
る

べ
き

で
あ

ろ
う
。『

後
紀

』
卒

伝

は
豊

年

の
人

と
な

り

に

つ
い
て
、

垂

レ
操
守
レ
義
。

無

レ
所

う屈
撹

。
自
レ
非

う知
己
。

不

レ
好

造

接

一
尋

う友

人

小
野

永
見

.
命

レ
筆
勒

一公

字
ゆ
其

詩

日
。

白
眼

対

.三

公
。

貴
勝
悪

レ

之
。

と
述

べ
る
。

義

理
堅

い
性

格

で
あ

る

の
と
同
時

に
、
人

に

詔
う

こ
と
を

潔

し

と
せ
ず

、
特

に
権

威

に
対
し

て

は
白
眼

を
以

て
応
ず

る
と

い
う

性

格

が

嵯
峨

天
皇

と

の
関
係

を

よ
り
縁

遠

い
も

の
に
し

た

こ
と

は
疑

い
得

な

い
の

で
あ

る
。

註1

『文
華
秀
麗
集
』

の
成

立
に

つ
い
て
、
松
浦
友
久
氏

は
上

限
を
弘
仁
九
年
六
月

一
七
日
、
下
限
を

一
○

年
正
月
七
日
と
さ
れ
る

(
「
『文
華
秀

麗
集
』
考
」

・
漢

文
学
研
究

一
〇
号

)
。

ま
た
小
島
憲
之
氏
は
弘
仁
九
年

と
さ
れ
る

(
『日
本
古
典

文
学
大
系

・
文
華
秀
麗

集
解
題
』

)
。

『凌
雲
集
』

の
成

立
は
そ
の
序
の
記
述

に

よ

っ
て
弘
仁
五
年

と
考

え
ら
れ
る

の
で
、
両
集

の
隔

た
り
は
四
年
と

い
う

こ
と

に

な

る
。

2

『新
村
出

選
集
』
第

三
巻

「典
籍
篇

・
史
伝
篇
」

3

『新
撰
姓
氏
録

』
右
京
皇
別
下
。
佐
伯
有
清
氏

『新
撰

姓
氏
録

の
研
究

本
文

篇
』

一
八

二
頁
。

4

同
書

四
○
～
六
二
頁
。

5

久
木
幸

男
氏

『
大
学
寮
と
古
代
儒
教
』

一
七
○
頁
。

6

新
村

出

「石
上
宅
嗣

の
芸
亭

に
つ
き

て
」

(石
上
宅
嗣
顕
彰
会
編

『石
上
宅
嗣

卿
』
)
。

こ
こ
で
は
前
掲
注

4
よ
り

の
引
用
。
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7

『上
代
日
本
文
学

と
中
国
文
学
』

下

=
二
五
六
頁
。

8

注
7
に
同
じ
。

9

『
経
国
集
』
巻

=

所
載
。

10

『経
国
集
』

は

『群
書
類
従
本
』

を
底
本
と
し

た
が
、

『松
平

文
庫
本

』
、

『祐

徳
文
庫
本
』
な

ど
に
よ

っ
て
異

同
を
た
し
か
め
た
。

11

『
上
代
日
本
文
学

と
中
国
文
学
』

下

一
六
九
七
頁
。

12

注
11
に
同
じ
。

13

北
山
茂
夫
氏

『
日
本

の
歴
史
』

4

「平
安
京
」

元
一
七
頁
。

14

有

天
爵
者
、
有
人
爵
者

、
仁
義

忠
信
、
楽
善
不
倦
、
此

天
爵
也

、
公
卿
大
夫
、

此
人
爵
也

(引
用

は

『十
三
経
経

文
』
)
。

15

底
本
は

「早
」
、

『
日
本
詩
紀
』

に
従

っ
て
改

め
る
。

16

「預
」
と

「豫
」

は
と
も

に

「
あ
ら
か
じ
め
」

の
意

で
あ

り
、
ま
た
と
も
に
灰

韻
で
あ
る
。
な

お

『松
平

文
庫
本

』
は

「豫
」
。

17

底
本
は
欠
字
、

『
日
本
詩

紀
』
に
よ

っ
て
補
う
。

18

底
本
は

「客
」
。

『
日
本
詩

紀
』
に
よ

っ
て
改

め
る
。

19

注
1

に
同
じ
。
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